
印西市役所緯碓42 5111　　http://www.city.inzai.chiba.jp

■問 
ク
リ
ー
ン
推
進
課
ク
リ
ー
ン
推
進

班
（
緯
内
線
3
8
3
）。

「
ご
み
の
分
別
が
大
事
店
」
を
出
店

　
市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
・
資
源

化
の
推
進
を
図
る
た
め
に
、
住
民
の

み
な
さ
ん
に
意
識
啓
発
を
行
い
、
ご

み
の
徹
底
し
た
分
別
を
実
践
し
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
ご
み
の

分
別
が
大
事
店
」
を
、
次
の
と
お
り

出
店
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

■時 
①
　
月
7
日
俄
②
　
日
臥
③
　
日

11

12

18

画
④
　
日
俄
⑤
　
日
臥
⑥
　
日
我
。

21

26

30

■場 
①
ラ
イ
フ
木
下
店
②
ふ
れ
あ
い
文

化
館
③
滝
野
出
張
所
④
カ
ワ
チ
牧
の

原
店
⑤
小
林
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

⑥
マ
ツ
モ
ト
キ
ヨ
シ
印
旛
日
本
医
大

駅
前
店
。

※
そ
の
ほ
か
7
店
舗
で
実
施
予
定
。

詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
ク
リ
ー
ン
推
進
課
ク
リ
ー
ン
推
進

班
。

平成２３年（２０１１）１１月１日号（２）

お
よ
び
施
設
規
模
の
検
討
、
全
体
整

備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
示
す
計
画

で
す
。

　
こ
の
た
び
、
基
本
計
画
を
作
成
し

ま
し
た
の
で
公
表
し
ま
す
。

　
な
お
、
基
本
計
画
は
行
政
資
料
室
、

図
書
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧

が
で
き
ま
す
。

■問 
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
ま
ち
づ
く
り

推
進
班
（
緯
内
線
4
6
4
）。

「
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」

を
、
去
る
　
月
2
日
に
市
役
所
大
会

10

議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
養
成
講
座
は
、
千
葉
県
と
印

西
市
と
の
共
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
富
田
俊
彦
氏
（
元
警
察
庁

集
積
所
を
清
潔
に
利
用
し
ま
し
ょ
う

　
市
で
は
、
集
積
所
の
管
理
を
利
用

者
の
み
な
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
ま

す
が
、
利
用
者
同
士
で
、
排
出
曜
日

や
分
別
を
守
り
、
地
域
が
き
れ
い
に

保
た
れ
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
集
積
所
を
清
潔
に
利
用
す
る
こ
と

で
、
不
法
投
棄
の
防
止
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

　
ほ
か
の
地
域
の
ご
み
集
積
所
に
ご

み
を
投
げ
入
れ
て
い
く
人
も
い
ま
す

が
、
そ
の
地
域
で
集
積
所
を
管
理
す

る
人
に
迷
惑
を
か
け
て
い
ま
す
。

　
自
身
が
住
む
地
域
の
ご
み
集
積
所

が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
近
所
の
人

な
ど
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ア
パ
ー
ト
に
居
住
し
て
い

る
人
は
、
管
理
会
社
な
ど
に
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
平
成
　
年
度
か
ら
旧
印

21

旛
高
校
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
印
旛
高
校
跡
地
活
用
基
本
計
画
は
、

関
係
団
体
の
代
表
や
公
募
市
民
か
ら

な
る
「
印
旛
高
校
跡
地
活
用
検
討
市

民
会
議
」
か
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
て

ま
と
め
た
「
印
旛
高
校
跡
地
活
用
実

現
化
方
策
」
に
基
づ
き
、
整
備
に
向

け
た
基
本
的
な
考
え
方
、
整
備
方
針

「受診の際の一工夫」
シリーズ・心の道標盈

■問 社会福祉課障害福祉班（緯内線268）

　病気の治療は患者と家族、そして医師や看護師、そのほか※コメ
ディカルスタッフが互いに信頼し合い共同して行うものです。
　特に精神的な疾患が疑われ、精神科などの医療機関に受診する
際は、家族などいつも身近に接している人と受診するとよいで
しょう。初診は、本人自身も緊張することも多く「今までの様子」
「普段の様子」「成育歴・生活環境」を医師に伝える必要があるため、
身近な人からの話も治療上貴重な情報です。
　最近では、予約制をとり初診の問診に時間をかけ、じっくり話を
聞く医療機関が増えています。しかし、受診する側として「どのよ
うな情報をどれだけ」伝えたらよいか悩んでしまいます。できれば、
受診時は医師などに相談したい内容を「いつから・どのような症状
で・どのくらいの頻度で」をメモにして提示しながら診察を受ける
とよいでしょう。
　診察の際に疑問や不安に感じた事は、なるべくその場で解決し
ましょう。
　最近ではインターネットなどで、医療機関の情報を入手するこ
とができます。さまざまな医療機関を受診し、自分に合った医療
機関を選ぶことも大事ですが、精神的な疾患の治療は、ゆっくりと
時間をかけ根気よく行う事を理解し、一つの医療機関で医師など
とじっくり向き合い治療をしていくことも大変重要です。
※コメディカルスタッフ…作業療法士や精神保健福祉士など医師・
看護師以外の医療従事者のことをいいます。

　市では、社会福祉課障害福祉班で保健師・精神保健福祉士
が相談に応じます。

　
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で

守
る
」
と
い
う
意
識
を
持
っ
た
多
く

の
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん

が
、
現
在
も
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
活

動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
の
発
展
を
目
指
し
、

地
域
の
防
犯
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る

印
旛
高
校
跡
地
活
用
基
本
計
画
を
作

 印
旛
高
校
跡
地
活
用
基
本
計
画
を
作
成成

　みんなで守る ふるさとの

し
い
印
西
を
い
つ
ま
で
も

11月20日蚊は
　クリーン印西推進運動「秋のゴミゼロ運動」
　クリーン印西推進運動の一環として市内全域で「秋のゴミゼロ運動」を実施します。
　「秋のゴミゼロ運動」は、空き缶などの散乱ごみを一斉清掃することで、地域環境の美化を推進するこ
とを目的とし、町内会・高齢者クラブ・子ども会・学校・事業所などの
団体のご協力をいただき、昨年度より実施しています。
　市民のみなさんのご協力をお願いします。
■時 11月20日蚊・午前8時30分～10時30分（小雨決行）。
 ※悪天候の場合は、11月27日蚊に延期します。
【実施方法】
　各参加団体の実施計画書に基づき実施していただ
くため、所属する町内会などの団体代表者に実施方法
を確認してください。
   なお、個人でご参加いただける場合は、下記までご
連絡ください。
■問 クリーン推進課不法投棄対策班（緯内線384・385）。

▲滑一人ひとりの
手で美しいふるさ
とを守りましょう

　今年度の印西市成人記念式典を次
のとおり開催します（手話通訳あ
り）。
■時 平成24年1月8日蚊・午前10時
50分～正午（受け付けは10時20
分～）。
■場 松山下公園総合体育館（浦部）。
■対 平成3年4月2日から平成4年4
月1日生まれの人（11月中旬に案内
状を送付する予定です）。
■他 市外に転出した人で、参加を希望
する人は下記まで連絡ください。
※一般席をご用意いたします。入場
希望者は受付時間内にお越しくださ
い。
※駐車場に限りがありますので、乗

りあわせなどでお越しください。
碓伺 当日、会場前の道路での大幅な混
雑が予想されます。早めにご来場く
ださい。
■問 生涯学習課生涯学習推進班
（緯内線543）。

平成24年成人記念式典を開催

N

印西市役印西市役所所

JR木下JR木下駅駅

松山下公園総合体育館

 防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
を
開
催

指
定
広
域
技
能
指
導
官
）
と
、
川
鍋

伸
治
氏
（
日
本
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
・
エ

ン
ジ
ェ
ル
ス
柏
支
部
長
）
に
よ
る
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

み
な
さ
ん
は
、
今
後
、
地
域
の
防
犯

活
動
に
役
立
て
よ
う
と
、
真
剣
に
講

演
を
聴
い
て
い
ま
し
た
。

■問 
市
民
安
全
課
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
班

（
緯
内
線
7
1
4
）。

▲「最近の犯罪情勢と防犯対策」「ガーディアン・エンジェ
ルスの歩みと安全安心まちづくり」などを演題に講演

▲大澤敏夫氏

怯
旭
日
単
光
章

故
・
大
澤
敏
夫
氏（
造
谷
）

単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
澤
氏
は
、
昭
和
　
年
か
ら
昭
和

50

　
年
の
3
期
　
年
に
わ
た
り
旧
印
旛

62

12

村
議
会
議
員
な
ど
を
歴
任
。

　
議
員
時
代
に
は
、
千
葉
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
事
業
計
画
の
黎
明
期
を
迎
え
、

将
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
の
基

盤
的
分
野
に
お
い
て
、
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
旧
印
旛
村
消
防
委
員
会
委

員
や
印
西
地
区
衛
生
組
合
議
会
議
員

を
務
め
、
消
防
活
動
の
発
展
や
地
域

の
衛
生
環
境
の
向
上
な
ど
、
広
く
ご

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
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去
る
7
月
　
日
に
逝
去
さ
れ
た
元

28

印
旛
村
議
会
議
員
の
大
澤
敏
夫
氏
が
、

長
年
に
わ
た
る
功
績
に
対
し
、
旭
日

美


